
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題例 問 8（エ）「露点」 

入試にチャレンジ 問 7(イ) 生物 【総評】 

問題形式は例年通り。難易度は近年

と比べると解きやすかったのではない

だろうか。今年は、中３の単元のもの

が多く出題されており、その内訳とし

ては中１：32％・中２：25％・中３：42％

であった。また、20 字程度で答えさせ

る記述問題が2問出題されたが、これ

らはここ直近の 3年間で出題されてい

たものとほぼ同じであったので、今後

も引き続き出題されるのではないだろ

うか。今後も定期テストレベルの問題

のように基本事項をおさえておくだけ

ではなく、「思考力」を鍛えていく必要

がある。神奈川県の過去問だけでなく

他府県の過去問演習を行い、受験ま

でにより多くの問題に触れることが必

須であると考える。 

《《入試に向けての学習の POINT とアドバイス》》 
① 基本事項の徹底暗記！ 
→定期テストの度にその分野の基本的な重要語句・重要事項の暗記を完

璧にしておくこと。 

② 単純暗記では戦えない！ 
→①で覚えたことをいかに周辺のことと関連させて整理できるかも重要。 

③ 実験の事象の説明 
→なぜ、実験を行うのか。なぜ、そのような結果になるのか。これらを自分

の言葉で文章にする練習が必要。 

④ 表の読み取り＆数値処理 
→単純に公式に当てはめての数値の計算でなく、表から必要な数値を算

出し、それを用いた数値処理の訓練を重ねる。 

モノコードの弦の a と b との中間を、

ある一定の強さではじき、このときの

音を基準とした。次に、図のことじを

動かして a と b との距離を短くし、そ

の中間を同様にはじいたところ、基準

の音と高さが異なった。そのままこと

じの位置を変えずに、基準の音と同じ

高さの音を出すには、どのようにすれ

ばよいか。 

入試にチャレンジ 問 1(ウ) 音(改) 

（イ） 

文中の（ x ）に適する内容を、会話全体の文脈をふまえて描きな

さい。ただし、デンプンのりという語をそのまま用い、20 字以内で

書くこと。 


